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医療機関における感染症発生動向情報の利用状況と

ニーズについて

ナカヤマ オサム

中山 治

目的　「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」の施行に伴い，これまで「結

核・感染症サーベイランス事業」として実施されてきた感染症発生動向調査の一層の充実が

求められている。また，最近ではファックスに加えインターネットが急速に普及し，情報の

伝達手段も大きく変貌している。そこで，これまで地域の医療機関が感染症発生動向情報を

どのような経路で入手し，いかに利用していたかを把握するとともに，情報通信機器の保有

状況，さらに今後どのような感染症情報がいかなる手段で提供されることを求めているかを

知ることにより，感染症発生動向情報を医療現場での診療にさらに役立つものとするため，

調査・検討を行った。

方法　三重県内のすべての病院，診療所の長に対して質問紙法による郵送調査を実施した。

結果　三重県ではこれまでの「結核・感染症サーベイランス事業」による情報についてはおもに

県医師会の機関誌（月刊）への月報の掲載を主とし，これに加えて数年前よりファックス，

最近ではインターネットにより週報を提供してきた。この情報については病院で92.9％，診

療所で81.4％が有用であったとしているが，その理由として「日常の診療で役立った」は1/

3程度で，「健康相談などの参考になった」としているものより少なかった。情報の入手経路

の80％以上は県医師会の機関誌からで，ファックス，インターネットはまだ少数に留まって

いたが，その保有状況ではファックスは病院・診療所とも90％以上，インターネットも近々

接続の予定を含めると，病院で80.3％，診療所でも41.4％に達する。今後最も必要とする情

報は「最新の発生動向」であり，その提供手段ではファックスが望ましいとするのは病院

57.9％，診療所54.6％と最も多かった。

結論　感染症発生動向情報について，医療機関には単にその動向を知りおく程度でなく最新の発

生動向情報を迅速に入手し，実地の診療に役立てたいとの期待が強い。そのためにはファッ

クスやインターネットを活用した新たな情報提供体制を構築する必要があるが，中でもファ

ックスは広く普及しており，現時点では最も重視すべき手段と思われる。
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